






























































































































































































































































































































































































































































































































0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
共同研究開発を行い，デンソーなどの系列企業がトヨタ以外の自動車メーカーとの共同研究開
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
発を許すオープン戦略と，トヨタの系列企業も競争相手と見なしてトヨタ単独の研究開発を行
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
うクローズ戦略の両面を巧みに操っている















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ンの社会的価値を育む熟成期間である





























































































0 0 0 0 0 0
で繋がった自動運転車を起点とする社会は，社会全体がコンピューター制御される。このコン
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ピューター制御はネットワーク外部性が働くため特定の企業だけが占有し，その企業は社会全
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
体を掌握する覇者になる

































0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
自動運転車の社会的価値を高めた企業が，自動運転車を起点するイノベーションの果実を丸取
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
りできる


























































































0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
。
望遠鏡の発明は発明後１年以内に木星の衛星の発見をもたらしたが，顕微鏡の発明は微生物の
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発見に200年も要した。これは天文学者が衛星の存在を予測していたが，生物学者は微生物の
存在を予想できなかったためである。発明者よりも，その発明を利用して社会的価値を先に見
出した者がイノベーションの勝者となることを，ジム・コリンズが指摘している64）。自動運転
車のある社会を想定し，その時，我々の社会はどうあるべきかを考えることが大切である。自
動運転車と人間が共存する社会を思い描くことができなければ，自動運転車のイノベーション
は雲散霧消となる可能性も否定できない。
　自動運転車の社会的価値を高めるのは，次のような事例が想定される。
１）便利で快適な社会
　・通勤時に車内で読書や仕事や仮眠などの自由時間を過ごせる書斎のある自動運転車
　・趣味や興味に合わせて旅行に連れて行ってくれるツアーコンダクター型自動運転車
　・外で飲酒した後，自動車のカーテンを閉めてリラックスして帰宅できる自動運転車
　・車内で調理し，料理完成の時に合わせてデリバリーやケイタリングする自動運転車
２）交通死亡事故のない社会
　・交通違反（飲酒運転，居眠り運転，わき見運転，速度違反等）をなくす自動運転車
　・交通死亡事故がなくなり被害者も加害者もなくなり，交通裁判をなくす自動運転車
　・運転免許や道路交通法を改正させ，傷害保険料や医療負担を激減させる自動運転車
　・交通死亡事故による交通遺児や，交通事故による身体障害者等をなくす自動運転車
３）弱者にやさしい社会
　・盲人，児童，高齢者，身体障害者などが好きな時に好きな場所に行ける自動運転車
　・保育園児の送り迎えを無人で行うため，親の保育負担を軽減してくれる自動運転車
　・高齢者をデイサービスや病院へ送り迎えするため介護負担を軽減できる自動運転車
　・鉄道やバスの廃止で買い物弱者になった高齢者をスーパーに送り迎えする自動運転車
４）健康で安全な社会
　・自動車自体が盗難を察知し運転を中止し警察に通報する盗難防止に強い自動運転車
　・交通事故や交通渋滞や地震や火災の危険な場所を事前に察知し回避する自動運転車
　・深夜に無人で急速充電ステーションに行き，充電して自宅に帰ってくる自動運転車
　・患者が助けを呼ぶ前に，患者の病気や怪我を遠隔診断し，走り出す自動運転救急車
５）持続的可能な社会
64）ジム・コリンズ著，牧野洋訳［2012］「ビジョナリー・カンパニー④」日経BP社　「先駆的なイノベーショ
ン企業のうち最終的に市場の覇者として競争に勝ったのはたった９％だった。安全カミソリを先駆者とし
て開発したのはジレットではなくスター，インスタントカメラを開発したのはポラロイドではなくデュブ
ローニ，パソコン向け表計算ソフトを開発したのはマイクロソフトではなくビジコープ，アマゾンはオン
ライン書籍販売の先駆者ではない。」
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　・ドライバーの乗り降りが不要になるため今までの２倍の駐車を可能にする自動運転車
　・駐車場のないデパート，レストラン，ホテルを可能にし，街を活性化する自動運転車
　・無人田植え機，無人稲刈り機，無人耕運機で農業の生産性を向上させる自動運転車
　・産地直送の野菜や果物や鮮魚を積み，人間ではなくロボットが販売する自動運転車
　イノベーションは一つの企業が興すものではなく，さまざまな業界や社会が興すと解釈すれ
ば，最初に革新的な技術開発をもたらした企業の多くが，そのイノベーションの覇者にならな
かった事実も容易に理解できる。社会的価値と自分の得意な土俵を合体させ，自分の領域に引
き込むアクティブ・イノベーションができた企業がイノベーションの覇者になる。自動運転車，
燃料電池車，電気自動車のある社会が，我々の生活，仕事，娯楽，医療，介護などと，どのよ
うに共存できるか，多角的で複眼的な議論が必要になる。
　自動運転車がもたらす便利で快適な社会，交通死亡事故のない社会，弱者にやさしい社会，
健康で安全な社会，持続可能な社会などの社会的価値と，ロボット，人工知能，センサー，コ
ンピューターの飛躍的な進歩が合体し，今まさに自動運転車の胎動が聴こえるところまで来た。
社会的価値の創造こそが，次世代自動車によるイノベーションを興すエネルギーになると確信
する。
６章　まとめ
　自動運転車，燃料電池車，電気自動車に関するイノベーションの研究を行った結果，次のこ
とが判明した。
１） トヨタ，ホンダ，ニッサンの自動車メーカーは，自動車のコンピューター化を推進し，ハ
イブリッド車や電気自動車や燃料電池車を生み出した。なかでも，トヨタは自動車のコン
ピューター化に関する研究開発比率が非常に高い。
２） 自動車のコンピューター化は，一酸化炭素や窒素酸化物などの有害物質の無害化に寄与し，
ミリ波レーダーやレーザーレーダーやカメラなどのセンサーを活用した衝突防止に貢献し，
自動車のコンピューター同士が通信する繋がる社会を実現する。
３） 自動車のコンピューター化は，パナソニック，日立製作所などの総合電機会社が自動車部
品事業を拡大し，アップルやグーグルなどのIT企業が自動車業界へ参入する契機を作った。
４） 自動車のコンピューター化は，自動車メーカーと部品メーカーとの力関係を逆転させる可
能性があり，自動車会社と系列会社との関係を変化させている。
５） トヨタは，デンソーと絶妙な距離感を保ちつつコンピューター化を推進している。トヨタ
は，トヨタ自身が系列企業以外との共同研究を行い，デンソーなどの系列企業がトヨタ以
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外の自動車メーカーとの共同研究を許すオープン戦略と，系列企業も競争相手と見なして
トヨタ単独で研究開発を行うクローズ戦略の両面を巧みに操っている。
６） デンソーは，日本にあるすべての自動車メーカーと共同研究を行い，すべての自動車会社
と特許を共同出願している。これは，デンソーがすでにトヨタの系列企業としての頸木を
外し終わっていると判断できる。
７） クリーンディーゼルエンジンの研究開発は，トヨタ，ホンダ，ニッサンとも極端に減少し
ており，トヨタ，ホンダ，ニッサンの弱点である。
８） ニッサンは，研究開発の16％を電気自動車に集中させており，電気自動車に命運をかけて
いる。その理由は，仏ルノーとニッサンの関係から説明できる。
９） トヨタ系列企業単独と，トヨタと系列企業の電気自動車に関する共同研究の合計が，トヨ
タ単独の研究開発とほぼ同じである。すなわち，トヨタファミリー全体の電気自動車開発
に注がれるエネルギーは，ニッサンを遥かに越えている。
10） ガソリン車よりも部品点数が少なく単純構造の電気自動車は，コモディティ化の格好のター
ゲットになる可能性が高い。
11） シリコンカーバイドのパワー半導体が，電気自動車の走行距離を20％向上させ，酸化ガリ
ウムなどの新素材がパワー半導体の性能をさらに向上させる。
12） 高張力鋼板の４分の１の重量と10倍の強度を持つ炭素繊維強化プラスチィックCFRPが自
動車の超軽量化を実現させている。CFRPの世界シェア70％を誇る日本企業の存在は，自
動車の超軽量化で外国自動車メーカーより優位に立つことができる強力な援軍である。
13） 日本に技術力が高い燃料電池関連企業が多分野に広がっていることが，燃料電池車を推進
する最大の理由である。
14） 燃料電池車の研究開発において，水素吸蔵合金の開発やメタノール改質の研究の失敗が，
長い道草をした原因である。
15） トヨタとトヨタ系列企業の燃料電池車の研究開発は，ホンダとニッサンを寄せ付けない技
術的優位を確保している。トヨタの燃料電池車の研究開始は他社よりも早く，特許数は
2009年には年間1400件を超えている。ニッサンの燃料電池車の研究開始は遅く，2008年以降，
燃料電池車の研究開発は急減している。
16） 自動車会社の研究開発は，次世代の電池開発に軸足を置くことになる。なかでも，全個体
電池とリチウム空気電池とナトリウムイオン電池の研究開発は激しく，これらの技術を獲
得した企業が次世代自動車の覇者に近づくことになる。
17） トヨタの燃料電池車の研究開発において，系列企業を含めた全トヨタの中でトヨタの研究
開発が76％を占めている。これは，トヨタが最重要と考える仕事は，たとえ親しい系列企
業にも渡さずトヨタ自身で行うことを表している。
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18） 自動運転車は，交通事故を皆無にし，運転免許や自動車損害保険や街中の駐車場をなくし，
無人タクシーや無人トラックが走る社会を実現する。
19） 自動運転のブルドーザーや無人航空機などが実用化される現在は，自動運転車の胎動期間
である。胎動期間は，次に続くイノベーションが社会に受け入れてもらえるかを決めるさ
まざまなプロトタイプ（β版）が存在し，その社会的価値を育む熟成期間である。
20） 自動運転車の研究開発は，自動車メーカーとIT企業との協調と競争を繰り返し，さまざ
まな業界を巻き込んだ総力戦になる。自動車メーカーの選択肢は，グーグルかアップルか，
デンソーかボッシュか，パナソニックか日立か，燃料電池車か電気自動車かの二者択一で
はない。自動車メーカーは，複数の未知数を含んだ連立方程式を短い制限時間で解くこと
が求められる。
21） トヨタにとって最悪のシナリオは，アンドロイドOSや自動運転車や資金力に優れたグー
グルと，電気自動車で実績のあるテラス・モーターズが提携し，トヨタの前に立ちはだか
ることである。トヨタの手薄な電気自動車と自動運転車の合体が，社会を変革する起爆剤
になることをトヨタは誰よりも良く理解している。
22） ネットワークで繋がった自動運転車を起点とする社会は，社会全体がコンピューター制御
される。コンピューター制御はネットワーク外部性が働くため特定の企業だけが占有し，
その企業は社会全体を掌握する覇者になる。スマホのOSや家電のOSと自動車のOSが異な
るシステムになることは絶対にない。
23） インターネットは情報を繋げたが，自動運転車はリアルな人間や物を繋げるネットワーク
社会を実現する。さらに，自動運転車は，血管を流れる血液のように，社会を循環する「移
動ビジネス」を誕生させる。
24） 自動運転車は，便利で快適な社会，交通死亡事故のない社会，弱者にやさしい社会，健康
で安全な社会，持続可能な社会を実現する。このような自動運転車の社会的価値を高めた
企業が，次世代自動車の覇者になる。
参考文献
ジェイムズ・グリック著，楡井浩一訳［2014］「インフォメーション情報技術の人類史」新潮社
川北蒼［2014］「スティーブ・ジョブズがデザインしていた未来」総合法令出版
前田悟［2014］「イノベーションの起こし方」KADOKAWA
雨宮寛二［2013］「アップルの破壊的イノベーション」NTT出版
ジェイコブ・ゴールデンバーグ他，池村千秋訳［2014］「インサイドボックス究極の創造的思考法」文芸春秋
吉田浩一郎［2013］「世界の働き方を変えよう　クラウドソーシングが生み出す新しいワークスタイル」綜合法
令出版
ラム・チャラン［2014］「これからの経営は「南」から学べ」日本経済新聞社
自動運転車，燃料電池車，電気自動車に関するイノベーションの研究
- 131 -
丸幸弘［2014］「世界を変えるビジネスは，熱から生まれる」日本実業出版社
野口悠紀雄［2014］「変わった世界　変わらない日本」講談社現代新書
デボラ・ペリー・ピシオーニ著，桃井緑美子訳［2014］「シリコンバレー最強の仕組み」日経BP社
K・ケリー著，服部桂訳［2014］「テクニウム　テクノロジーはどこへ向かうのか？」みすず書房
赤池学［2014］「生物に学ぶイノベーション　進化38億年の超技術」NHK出版新書
赤祖父俊一［2013］「知的創造の技術」日本経済新聞社
藤本雄一郎［2013］「破壊的イノベーション」中央経済社
ジョゼフ・H・ボイエット，ジミー・T・ボイエット，太田修二訳［2014］「経営革命大全」日経ビジネス
中屋敷均［2014］「生命のからくり」講談社現代新書
小泉直樹［2010］「知的財産法入門」岩波新書
伊丹敬之，宮永博史［2014］「技術を武器にする経営」日本経済新聞出版社
古田健二［2014］「日本企業の真成長戦略」中央経済社
福井健策［2012］「ネットの自由vs著作権」光文社新書
石井彰［2014］「木材・石炭・シェールガス」PHP新書
本間琢也，上松宏吉［2010］「燃料電池のキホン」ソフトバンククリエイティブ
永田裕二［2014］「燃料電池という選択」ダイヤモンド社
W・ブライアン・アーサー著，日暮雅通訳［2011］「テクノロジーとイノベーション」みすず書房
フランシス・マキナニー著，倉田幸信訳［2014］「日本企業はモノづくり至上主義で生き残れるか」ダイヤモン
ド社
五島綾子［2014］「科学ブームの構造」みすず書房
西川有司［2013］「資源循環革命」ビーケイシー
クリステンセン等［2014］「イノベーションの最終解」翔泳社
若松義人［2013］「トヨタが現場でずっと繰り返してきた言葉」PHPビジネス新書
スティーブ・ジョンソン著，田沢恭子訳［2014］「PEERピア」インターシフト
ケイン岩谷ゆかり著，井口耕二訳［2014］「沈みゆく帝国」日経BP社
田村八洲夫［2014］「石油文明はなぜ終わるのか」東洋出版
御堀直嗣［2009］「電気自動車は日本を救う」C＆R研究所
西川尚男［2013］「新エネルギーの技術」東京電機大学出版局
西村吉男［2014］「電子立国は，なぜ凋落したか」日経BP社
小川紘一［2014］「オープン＆クローズ戦略」翔泳社
リタ・マグレイス著，鬼澤忍訳［2014］「競争優位の終焉」日本経済出版社
吉村慎吾［2014］「イノベーターズ　革新的価値創造者たち」ダイヤモンド社
長谷川英祐［2010］「働かないアリに意義がある」メディアファクトリ新書
佐藤昇［2014］「人材を育てるホンダ　競わせるサムスン」日経BP社
ウィリアム・J・ボーモル著，田中健彦訳［2014］「良い資本主義　悪い資本主義」書籍工房早山
江馬一弘［2014］「光とは何か」宝島新書
泉谷渉［2013］「シェールガス革命」東洋経済新報社
五十嵐淳平［2013］「人体特許」PHP研究所
中沢弘基［2014］「生命誕生」講談社現代新書
環太平洋圏経営研究　第16号
- 132 -
辻野晃一郎［2014］「成功体験はいらない」PHPビジネス新書
鈴木博毅［2014］「戦略の教室」ダイヤモンド社
山口利昭［2014］「国際カルテルが会社を滅ぼす」同文館
三谷宏治［2014］「ビジネスモデル全史」ディスカバリー
岩月伸郎［2010］「生きる哲学トヨタ生産方式」幻冬舎新書
若松義人［2014］「新トヨタ式改善の教科書」東洋経済新報社
木本正次［2014］「トヨタの経営精神」PHP文庫
小川和也［2014］「デジタルは人間を奪うのか」講談社現代新書
リンダ・グラットソン著，吉田普治訳［2014］「未来企業」プレジデント社
藤井剛［2014］「CSV時代のイノベーション戦略」ファーストプレス
カトリーヌ・ブルガン著，坪子理美訳［2014］「遺伝子の帝国」中央公論新社
鶴原吉郎，仲森智博［2014］「自動運転」日経BP社
高橋正明［2014］「レッド・オーシャンで儲ける７つの法則」マイナビ
ジム・コリンズ著，牧野洋訳［2012］「ビジョナリー・カンパニー④」日経BP社
竹内一正［2013］「イーロン・マスクの野望」朝日新聞出版
塚本潔［2010］「電気自動車ウォーズ」朝日新聞出版
廣松隆志［2014］「すべてがわかるIoT大全」日経BPムック
［2014］「次世代自動車2014」日経ビジネス
柳澤大輔［2009］「アイデアは考えるな。」日経BP
 （2015年１月５日　受理）
